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見積業者選定経過書 

 

１ 業務名 
南信州の特性を活かしたウェルビーイングに関する調査研

究・実証実験及び情報発信業務 

２ 応募者数 ３者 

３ 評価会議の構成 

座 長 

構成員 

８名（１名欠席） 

座 長 南信州地域振興局長 

構成員 飯田保健福祉事務所長、ほか６名 

４ 選定基準 別紙のとおり 

５ 選定結果 

選定された者 

評価点集計結果（点数） 

以下の３者 

（１）株式会社JINRIKI  

合計得点：466点（平均：66.6点） 

（２）大阪国際大学地域協働センター 副センター長 

   経営経済学部経営学科 教授 横山 誠 

   合計得点：448点（平均：64.0点） 

（３）旭松食品株式会社 

   合計得点：442点（平均：63.1点） 

６ 企画提案を求める具体的

内容 

（１）南信州の特性を活かしたウェルビーイングの調査 

研究・実証実験 

  ア 調査研究・実証実験テーマの設定 

  イ 調査研究・実証実験の実施 

  ウ プロジェクト会議における進捗状況報告 

（２）調査研究・実証実験結果に係る報告書の作成 

（３）シンポジウム等での調査研究・実証実験結果の発表 

（４）調査研究・実証実験の過程、結果の情報発信 

（５）その他 

７ 企画提案で評価された点 

（１）株式会社JINRIKI 

 バリアフリーからバリアパスへというコンセプトが明確で

分かりやすく、今後の発展性及び継続性が見込まれる。 

（２）大阪国際大学地域協働センター 副センター長 

   経営経済学部経営学科 教授 横山 誠 

実施体制がしっかりしており、大学生との繋がりを活用し

た展開などの今後の発展性が見込まれる。 

（３）旭松食品株式会社 

 凍み豆腐や市田柿等、南信州地域の食文化を活かしたテー

マであり、今後の発展性が見込まれる。 



８ 総合的判断 

審査の結果、全評価委員の合計点数の平均が60点を上回った

以下３者を委託候補者として選定する。 

（１）株式会社JINRIKI  

（２）大阪国際大学地域協働センター 副センター長 

   経営経済学部経営学科 教授 横山 誠 

（３）旭松食品株式会社 

 


